


 宇城市から毎月発行されている広報誌「ウキカラ」の9月
号に、当院のもの忘れ外来の様子が掲載されました。 
 毎年9月21日の「世界アルツハイマーデー」にちなんだ
認知症に関する特集の一環として取材を受けました。特
集では、認知症のお母さんのケアをしながら生活する方
へのインタビューや、認知症の方をサポートするさまざま
な制度、取り組みなどが紹介されています。 
 その中で当院の認知症治療に関しても、担当医の一人
である宮本総院長のインタビュー、もの忘れ外来の流れ
が写真とともに掲載されています。 
 取材の当日は、もの忘れ外来の流れを紹介する動画の
撮影も行われ、宇城市公式You Tube（ユーチューブ）に
アップロードされています。 
 当院での診療を知っていただき、受診前の不安が少し
でも軽減されればと期待しています。 

もの忘れ外来の紹介ページ 

（情報管理・広報委員会 ： 坪井 康裕） 

「動画で分かる もの忘れ外来」の 
ユーチューブ QRコード 

＠宇城市公式 
You Tube 

 「ウキカラ」は宇城市のホームページ
で検索して読むことができます。 

ウキカラ9月号表紙 



 １階病棟では、今年の春より（生活機能訓練の一環として）園芸療法の時間を設け、本格的に始動しま 
した。 春先には色とりどりのパンジーやビオラを植え、夏にはひまわりや朝顔が元気に咲き誇りました。 
 その隣の畑にはブドウ棚と５種類の野菜の種を蒔き育てました。また、中庭に続く出入口には昨年実っ 
たヘチマの種を蒔き、緑のカーテンが出来るように支柱を作りました。 
 芽吹いた苗が少しづつツルを這わせながら大きくなる様子や、美味しそうに野菜が実っていく様子、 
色鮮やかに咲く花々を室内からも窓越しに眺めることができ、季節を感じられる素敵な空間が出来上がり 
ました。 
 患者さんの中には生き生きとした表情で摘芯や草取りを素早くこなしながら育て方を教えて下さる方も 
いました。 「花がきれいに咲いたね～」 「また実が増えたね～」 「我が家ではこんな野菜を植えている 
よ～」 と会話が弾み、収穫を楽しみにされる方も増えました。 時には散歩で夏の暑さを感じつつ、緑の 
カーテンの下で椅子に腰かけ涼しみながらゆっくり談笑する機会も持て、癒しの時間を一緒に過ごす事 
ができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
                                       
 
                                                                                                   〈 １階病棟 ： 菊里 法興 〉 

昨年に引き続き今年度も、新型コロナウィルス感染回避の為、止むを得ず中止させて 
頂く運びとなりました。  
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 「ひと」  その人らしさを大切に 

「こころ」 こころのリハビリを通して 

  「和」   地域に和をひろげます 

こころを病む方々の「ひと」としての尊厳を何よりも尊重し、患者さんやご家族
に、やさしさと思いやりの心で接します  
 
医療にかかわるプロとしての自覚と誇りを忘れず人間的成熟を目指し、たゆまぬ
努力を続けます  
 
全ての職種の職員は、それぞれの専門性と役割を果たすと共に互いに連携し合い、
より質の高い医療サービスを提供します  
 
地域との情報交換を密にし、予防と安らぎの場を提供しながら、社会復帰を通し
た生活活動支援に積極的に取り組みます  
 

一、人権の尊厳 

一、人間的成熟 

一、チーム医療 

一、地域社会との連携 

病院の理念 

病院の基本方針 

●ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

病院所在地 ＆ ｱｸｾｽﾏｯﾌﾟ 

この度、夜間通用口のバリアフリー化として、 

スロープ工事（手摺含）を行いました。 

長い間、ご迷惑並びに、大変ご不便をお掛け 

致しました。 


